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0．はじめに

 有元（1991，1992a，1992b）では、下崎山町方言の動詞が活用する際に、動詞語幹内で'

起こる母音交替について見てきた。有元（1992c）では、この母音交替現象の概観を述べ

た。個々の現象として具体的な例を挙げていないのは、残すところu／i交替だけであるの

で、本稿ではその詳細な例及び分析を示すと共に、それが他の母音交替とどのような関連

性があるかについて考察する。

 まず、本稿で「u→i交替jと呼ぶものは次のような例が示しているものである。1）

  （1）／kudus・／＜崩す＞ kudzugi  kudzusaN  kudzuta

            kud3igi kud3isaN ， kud3ita

            ＊kudzegi ＊kudzesaN ＊kudzeta

ここでは、語幹末子音／s／の直前の位置にある母音／u／が、［u］で現れている形も［i］で現れ

ている形も適格である（但し、［e］で現れている形は不適格）。［u］で現れている形は、基

底の母音のまま音声形として現れているのであるから、問題はない。問題なのは、［i］で

現れている形で、基底の母音／u／が何らかの規則を被って［i］として現れていると考えられ

る。この「何らかの規則」を、ここでは便宜上「u→i交替」と呼ぶことにする。もっと

も、u→i交替であると考えられるのは、基底の母音を／u／であると仮定しているからで

あって、（1）の分布を見て、そう決定できるかどうか、もっと言えば基底の母音は／i／であ．

って、「i→u交替」．が起こっているのだと言えないこともない。crucialな問題は、ここ

にあるのである。そこで、次のような例がある。

  （2） ／sik一／〈敷く〉    ∫i 2    ∫ikaN      ∫ita

            su2 sukaN ＊suta2）

この例は、以上の考え方の流れで行けば、「i→u交替」ということになる。しかし、（1）

も（2）も分布上殆ど変わらない。（1）をi→u交替としても、（2）をu→i交替としても何等差

し障りはないのである。本稿では、有元（1992c）で示した母音交替全体の並行性を考慮

して、（2）のような例を「u→i交替」として捉え直して行くことにする。詳細は以下に回

すが、もう一つ興味深い現象が、次の例に現れている。

  （3）／yurus一／＜許す＞ jurugi    jurusaN   juruta

            ＊jurigi ＊jurisaN ＊jurita

（1）



                      ＊jureci ' ＊JureSaN Jureta

［，濃州擾御生肥の1こ・完了弔でr脚音の酬音7bSt

  以上（1），②，（3）と三種類のパターンを出．したが、本稿ではこれらのパターンがどういう

環境に現れるか、より詳細なデータを挙げつつ、分析を試みる。そして、暫牢的ではある

が・その環境ま．たは条件9搬イヒを追求して行く・

                                                ．

1．u→i交替

まず、

（4）．a，／kudu．s・／〈崩す〉．

        ／hadus．／．〈外す〉

        ／utUS一／〈写す〉．

         ／kikkudus一／〈切り崩す〉

        ／hUNhadus一／〈踏み外す〉

     ．b．／unaduk一／〈頷く．〉

         ／tuk一／〈着く〉  ．'

         ／otetuk・／〈落ち着く．〉

         ／tudtik一／〈続く〉

        ．／ka…k・／〈．噛みつく〉

         ノt。t。k．／〈っつく〉

         ／uduk一／〈疹く〉．

         ／tuk一／〈突く〉

         ／natuk・／〈'1裏．〈．〉

v、の／u／が［i］として現れる場合のデータを挙げてみる

kudzugi

kudsigi

hadzugi

had3igi

．UtSUgi

UtSigi

kikkudzugi

kikkud3igi

huNhadzugi ．

huNhad3igi

unadzu 2，

unad3i2'

tsu2

tSig

otetsu2

0tetSi2'

tsud乞u2：

tsud3i2．

kantsu2

kantSi2 ，

tsutsu2

tsutSi2'

udzu2

ud3i2

tsu2．

tSi2

natsu2

〈2）

      03）

kudzusaN

kudsisaN

hadzusaN

had3isaN

UtsusaN

utSisaN

kikkudzusaN

kikkud3isaN

huNhadzusaN

huNhac13isaN

u．nadzukaN

unad3ikaN

tsukaN

．tSikaN

．otet' 浮汲≠m

otetSikaN

tsudzukaN

tsud3ikaN

kant．sukaN

kantSikaN

tsutsukaN

tsutSikaN ．

udzukaN

ud 3ilsaN

tsukai

tSikaN

natsukaN

kudzuむa

kqd3ita

h耳dzuta

had3．1・ta

utsuta

utSita

 kikkudzuta．

 kikkud3ita

 huNhadzuta

 huNhad3ita

 qnadzuta

 unad3ita

“t№xta

t∫ヰa

？ otetsuta

 otetSrta

 tsudzuta

 tsud3ita ．

 kantsuta

 kantSita

 tsutsuta

 tsutSlta

ud乞uta

ud3ita

＊tsuta

tSlta

 natsuta
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                             natSi2 ・

         ／tikadqk一／＜近づく＞   t∫ikadzu2L

                             tSikad3i2：

         ／tumaduk一／＜蹟く＞    tsumadzu2i

                             tsumadsi2；

         ／suk・／＜引く＞    su2

                             Si．2．．

         ／Yottuk一／＜追いつく＞  jottsu21

                             jottSi2i

         ／kiduk一／＜気づく＞   kidzu？i

                             kid3i 2：

         ／kidutuk一／＜イ三つく＞     kidzutsu2．

                             kidzutSi2

         ／gudutuk・／＜愚図付く＞ gudzutsu2

                             gudzutSi2

         ／kuttuk一／＜くっつく〉   ． kuttsu2

                             kuttSi2；

         ／tuttuk・／＜つっつく＞     tsuttsu2：

                             tsuttfi2

       C．／tug一／＜注ぐ＞     tSUN

                             tSiN

         ／tug一／＜継ぐ＞     tSUN

                             tSiN

（4）に挙げた動詞では、V1の位置にある母音

詞に共通する特徴は、以下の通りにまとめられる。

   （5） a．語幹宋子音C1が、／s／，'／k／，

       blC2は、／t／，／d／のいずれかである。

（5）の二つの条件が両方満たされたときに限り、

ことが出来るのである。

  では次に、．（5）の条件を満たしてなくても、 1

以下に例を挙げる。

   （6）a．／nuk一／＜抜く＞     nu2

' natSikaN

tSikadzukaN

tSikad3ikaN

tsumadzukaN

tsumad3ikaN

sukaN

SikaN

jottsukaN

jottSikaN

kidzukaN

kid3ikaN

kidzutsukaN

kidzutSikaN

gudzutsukaN

gudzutSikaN

kuttsukaN

kuttSikaN

tsuttsukaN

tsuttSikaN

tsugaN

tSigaN

tsugaN

tSigaN

／u／が［u］でも［i］でも現れている。

．／g／のいずれかである。

    V1の位置にある母音が［i］としても現れる

  vが［i］としても現れる場合があるかどうか、

          nukaN ？nuta

（3）

natSita

 tSikadzuta '

 tSikadsita

tsumadzuta

tsumadsita

＊suta

Sita

 JOttsuta

 jottSita

kidzuta

 kidsita

 kidzutsuta

 kidzutSita

 gudzutsuta

 gudzutSita

 kuttsuta

 kuttSita

 tsuttsuta

 tsuttSita

tsuda

＊ tsunda4）

tSida

＊ tSinda

tsuda

＊tsunda

tSida

＊ tSinda

     これらの動



                                nuita

                  Jii 21 JiikaN ＋Jiita
    b． ／susug・／〈渥謹く“〉   ．     susuN       susugaN     ． susuda

                                susunda

                 ＋suSiN ＋suSigaN suSida

                               ＊susinda

      ／yusug一／＜濯ぐ＞     jusuN    jusugaN    jusuda

                                jusunda

                 ？juSiN ．？ juSigaN ＋juSida

                               ' ＊ juSinda

（6）の例が4）≧異なる点は、C2である。つまり、C2＝／n，s／のときにも「u-6 i交替」が起

こっていることになる。しかし、（6b）のv、＝［i］の例では、完了形を除くと完全に適格と

は判断されていない。勿論く6a）ではV1＝［i］の例が完了形以外でも適格であることかち、

（5b）の条件を改訂するという．方濃も考えられるがて次のような例があることに注目して

みたい。

  （7）／minuk・／＜見抜く＞  minu 2   minukaN．  minuta

   r ， ＊miJii 2 i ＊mipikaN ＊mipita
（7）は（6a）と同じ環境であ．るはずなのに、 Vlr［i］の例は不適格になっている。ゆれがある

としか言いようがないのかも知れないが、（5b）に／n，s／を含めて、

 ．（8）C2は歯音（dental）である5）

と改訂して良いものかどうか、議論の余地のある所であろう。

 しかし、ここ．でもう一つ気になることがある。次の例を見てみよう。

  （9） a．／muk一／＜剥く．＞      mu21    mukaN     muta

                                muita ・

                  mi2   ． mikaN     ＋mita

                                milta

      ／muk．／＜向＜＞     mu2    mukaN．   ＊muta

                                muita．

                  mi 2 mikaN mita
      ／surimuk・／＜i擦りむく＞ surimu21・  surimukaN  surimuta

                                surlmulta

                  surimi21 surimikaN surimita

    b．／huk一／〈吹く〉     Φu2    tPukaN   ？Φgta

                                tpuita

                                tpu：'ta

                  gi2 ' gikaN tgita

（4）
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                                9i：ta

これらは、C2が8）とは全く違った指定を持ったものである。それにもかかわらず、 V1＝

［i］で現れる形が適格である。（9a）の場合はC'2＝／m／であり、（9b）の場合はC2 ＝／h／の場

合であるが、後者には例外もある。

  ⑩／huk一／〈拭く〉 Φu2…  ΦukaN  ＊Φuta

                      tpuita

           ＊gi2i ＊gikaN ＊gita

（9b）と⑳の違いにはアクセントの差が影響しているのかも知れないが、はっきりしたこ

とは調査していないので言えない。

 いずれにし・ろ、v， ・［i］の例が適格である場合の、 C2の条件は次のようなものになるの

ではなかろうか。

  （1 1） C2＝t，d ＞s 〉 n，m 〉． h

ここでは、C2を（8）として定義していたものを、相対的なノYイアラーキー（hierarchy）を

用いて表している（v1＝［i］の形が適格である例の「頻度」を基にしている）。 C2がハイ

アラーキーのより左にある分節音の場合に、v、ニ［i］で現れる形の適格性はより高くなる。

逆に、右へ行くほどv1＝［i］の形の適格性は低くなる。同じ位置にあるものは、それらを

。2に持つv1＝［i］の形が適格である例が同程度にあることを表す6また、例外がある場合

には、より右側に位置している。例えば、C2＝／s／のときのv1＝［i］の形の適格性よりも、

C2ニ／t／のときの適格性の方が高いということである。頻度を基準にしているために（11）が

厳密なものではないように見受けられるかも知れないが、重要なことは、C2に来る個々

の分節音ではなく、ハイア'ラーキー（11）の左の方にはどういうグループの分節音が来るか、

右の方はどうか、ということである。ハイアラーキー（11）のこのような一般化は、他の母音

交替とまとめて第5節で扱うことにする。

 さて、C2 ・＝／t，d／のときには、（4）で見たように、 V1＝＝［i］の形は殆ど適格であるが、私が

調査した範囲では、一つだけ次の例外がある。

  （12）／ittuk一／＜居つく＞ ittsu21 ittsukaN  ittsuta

             ＊ittSi2i ＊ittSikaN ＋ittSita

これは、v1＝［i］で現れる形の完了形のみが若干適格に傾いているだけである。

 では次に、（7），⑳以外でv1＝［i］の形が完全に不適格な例を挙げておく。即ち、「u→i

，交替」を起こさない例である。

（13）／hogus一／〈解す〉

／uk一／〈？博く〉

hogugi hogusaN

＊hogigi ＊hogisaN

u2 ukaN '

＊i2 ＊ikaN

hoguta

＊hogita

＊ uta

uita

＊ ita

（5）



2．i→u交替

本節では、v1・＝／i／が［u］として現れる例を挙げる。次の例を見てみる。

（14） ／hinnik・／〈月見ぐ〉

／hadik一／〈弓単く〉

／sik・／〈敷く〉

gippi 2，

ginnu 2

had3i2

hadzu2

Si2

su2

g卿ikaN

ginnukaN

had3ikaN

hadzukaN

SikaN

sukaN

9ippita

ginnuta

had3ita

＊ hadzuta

Sita

＊suta

 これらを見ても分かるように、やはりC2は歯音である。即ち、（ll）の条件を満たしている

 ことになる。しかし、例外があることも否めない。

   （15）／titik・／＜咳く＞  t∫it∫i2   t∫it∫ikaN   t∫it∫ita

             ＊tSitsu 2 ＊tSitsukaN ＊tSitsuta

     ／kudik一／〈挫く＞ kud5i2   kud3ikaN  kud5ita

             ＊kudzu2 ＊kudzukaN ？kudzuta

 これらはC2が歯音であるにもかかわらず、 V1＝［u］の形は不適格となっている。

  本節では、まず㈲の例外を保留した上で議論を進めて行くことにする。本稿の最初でも

 述べたように、ここでの基底形の立て方は共通語的な発想に基づいている。／kudus一／〈崩

 す〉にしろ／hadik一／〈弾く〉にしろ、共通語からの類推によって、 Vlを／u／や／i／にしてい

 るのである。．これは、確かに調査の手段としては便利であるが、言語の記述上は間違って

 いる。あくまで、当該の語形が適格かどうかという分布を観察しなければならない。そこ

 で、「u・→i交替」としてきた（4）と「i→u交替」であるとしてきた（14）とを比べてみる。再

 度、それぞれ一つずつ例を挙げる。

   （16）a．／unaduk一／＜頷く＞ unadzu2  unadzukaN  unadzuta

                unad3i 2 unad3ikaN unad3ita

     b． ／hadik一／＜弓弩く＞    had5i21    had5ikaN     had5ita

                hadzu 2 hadzukaN ＊hadzuta

'これら二つの例は、語幹末子音C1及びC2が同じペアである。異なるのは基底における

 V1だけであるが、これは前述したように、便宜上設定したものである。そこで、実際の

 分布を見てみると、ほぼ同じであることが分かる。6）両方とも、活用形の種類に関係なく、

 c1が［i］で現れる形も［u］で現れる形も適格なのである。従って、 v1は基底では／i／でも／u／

 でも良い訳である。（16）の例であるならば、〈頷く〉が／unadik一／であっても、〈弾く〉が

 ／haduk一／であっても、どちらでも良いのである。

  そこで、本稿では後者の立場を取って行くことにする。即ち、（14において、V1は基底

 では／i／ではなく／u／であると仮定するのである。そうすると、（4）も（14）も全て基底ではv、

 ＝／u／となり、統一して扱える。つまり、「i→u交替」が必要なくなり、全て「u→i交

（6）
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替」として扱えるのである。なぜu→i1交替とするかについては有元（1992c）でも議論

したが、それは他の母音交替、つまり0→e交替と並行性を持たせるためである・即ち、

u→i交替とすることによって、o→e交替ともども「後舌母音から前舌母音への交替」

として一括できるのである。そこで、u→i交替規則は次のように定式化される。

  （1の u→i交替規則（相対規則）7）「．

                     C' V C
                           l

           ［＋highl一門岬k】／圃上1｝一

  （18）C'トリガーハイアラーキー

       C' （＝C2） ＝t，d＞s＞n，m＞h

（1のには、前述した（11）のハイアラーキーが適用条件としてあることになるが、働を「u→i

交替」として考慮に入れても、（11）は改訂する必要がないので、そのまま（18）に挙げてある。

（1のではC2の位置にあるC'を単純に［＋cor1としているが、このC'がハイアラーキー（18）のより

．左にある分節音であればあるほど、（切が適用されやすい。このように、ある規則が適用さ

れる環境、つまりトリガー（trigger）の相対的な違いによって、適用の仕方が変わってく

るような規則をここでは便宜上「相対規則（士elative rule）」と呼ぶことにする。

 では、参考までに、従来の意味での「i→u交替」が起こっていない例を挙げておく。t

  （19）／kik・／＜聞く＞     ki21    kikaN    ＊kita

                              ki：ta

               ＊ku2 ＊kukaN ＊kuta
    ／hik一／〈弓単く＞         gi2i       gikaN       ＊gita

                              gi：ta

               ＊tpu2L ＊¢ukaN ＊Outa
    ／kik一／〈禾IJ＜＞         ki2        kikaN       ＊kita

                              kiita

               ＊ku2' ＊kukaN ＊kuta
    ／hik・／＜挽く＞    gi 2 ．  gikaN   ＊gita

                              gi：ta

               ＊opu2 ＊OukaN ＊tputa

    ／nagabik・／＜長引く＞  nagabi2  nagabikaN  nagabita

                              nagabi：ta

               ＊nagabu2 ＊nagabukaN ＊nagabuta

    ／sappik一ノ＜差っ引く＞  sappi 2  ・sappikaN   sappita

               ＊sappu2 ＊sappukaN ＊sapputa
    ／nabik・／＜靡く＞        nabi2      nabikaN       nabita

（7）



                             ＊nabu2                                                       ・＊nabuta                                         ＊ nabukaN

       ／hibik．／＜響1＞．．、ibi・． 、ibikaN 、ibi・。

／w・・ibik一・〈﨟F熱：灘：翫．

3．、一i交替と逆行同化と境界

。一i交替は、そのターゲ。ト（、、，g，、）がV、であるゐ・、V、だけでなく、V、までも鮫

替を起こす例がある。次の例に注目しよう。

∵∵〈〉．．。羅。灘1灘

                                tSid3i 2 tSid3ikaN tSidsita

∴llllくl l蹴羅1．．．騰

           ／t・ttUk一／〈つっつく＞t・utt・u2 t・utt・ukaN t・utt・'・t・

                                tsuttSi2 tsuttSikaN tsuttSita

                               ＊tSittsu2 ．＊ tSittsukaN ' ？tSittsuta

                                tSittSi2 ；SittSikaN tSittSita

        br／stisug一／＜濯ぐ＞susuN slLsuraN：1：llla

                               ＋su∫iN      ＋su∫igaN       su∫ida

                                                         ＊ suSinda

                               ＊SisuN ・＊SisugaN ' ＊Sisuda

'（2i） 1”L，．'，d，1，．，，，．s'．'・．lnigiN13．．．i．IVfigliNll ，：i．：sll／i／i，L'

                                ud3i2 udsikaN ud3i・ta

                               ＊idzu 2・． ． ＊idzukaN ＊'idzuta

        b．1，。，，9一／〈濯ぐ〉懸．＊1盤＊離．

                                                         ．．j岬a

                                    （8）



五島列島・下崎山町方言の動詞語幹におけるu／i交替

                ？ju∫iN      ？ju∫igaN      ＋ju∫ida

                              ＊ju∫inda

                ＊isuN      ＊isugaN      ＊i．suda

                              ＊isunda

                ＊i∫iN       ＊i∫・igaN       ＊i∫ida

                              ＊i∫inda

これらの例は、便宜上次のような配列でここに挙げている。

  ⑳ a．Vl＝V2＝『［u］で現れる形

    b．v1＝［i］，v2＝［u］で現れる形   '

    c．V1竺［u］，V2＝［i］で現れる形

    d．v1＝v2＝［i］で現れる形

問題は、これら4つのパターンの内、どのパターンの形が適格になるかということである。

まず⑳を見てみると1、この例では（22c）の形だけが不適格に（不適格に近い形に）なって

いる。一方、⑳では（22c，d）両方の形が不適格になっている。・それでは、（2①と⑳はどこが

異なるのだろうか。C2は㈲，（21）とも歯音である。異なるのは、 C3である。（20）では、 C3は

歯音であるのに、（21）のC31まそうではない。つまり、C3が歯音かどうかによって、 V2が交

替するかどうかが決まってくるのである。従って、・次のような定式化が出来よう。

  ㈱逆行同化規則（随意規則）
                     
       ［＋cor】｛＋corl k
        i l l
        C  V、、 C  V   C 一
            ＼＼1

                トback］

動詞の語幹末子音C1が／s，k，g／のいずれかであって、しかもC2，C3が［＋cor］、即ち歯音で

あるとき、V1の［一back］の指定はV2にも波及する（spreading）。'この規則によって、⑳

の現象が記述できることになる。しかしg次のような一見例外的なものもある。-

（24）  a。 ／kidutuk一／〈｛易つく〉

b．／gudutuk・／〈ぐずつく〉

kidzutsu 2

kidzutSi 2

＊kid3itsu 2

＊kid3itSi2

gudzutsu2

gudzutSi2

＊gudsitsu2

gud3itSi2 '

kidzutsukaN

kidzutSikaN

＊kid3itsukaN

＊kid3itSikaN

gudzutsukaN

gudzutSikaN

＊gud3itsukaN

gud3itSikaN

kidzutsuta

kidzutSita

＊kidsitsuta

＊kid3itSita

gudzutsuta

gudzutSita

＊gudsitsuta

gud3itSita

これらは両方とも（1のの適用後㈱の適用環境を満たすことになるが、（24a）では（22d）のパ

ターンが不適格になるという点で分布上違いがある。この違いは、次の例が示すように、

（9）



境界（boundary）．の違いに還元できる。

 ．㈱ a． kidzuntsu2〈傷が（の）つく〉

    ．b．＊gudzuntsu2〈ぐずがっく〉

（25a）では格助詞〈が（の）〉に当たる［n］が入ることが出来るが、（25b）ではそれが出来

ない。即ち、〈傷つく〉の語幹は／kidu＃tuk一／のようにかなり大きな境界が入っており、

〈ぐずつく〉にはそれよりも弱い境界があるか、それとも境界がない、即ち一単語である

ということになる（語幹は／gudutuk一／のようになる）。このように考える．と、．境界の違い

によって㈱の適用の仕方に制限を与えれば良いことになる。そこで、次のような条件を㈱

に附属させることにする。

  ㈱ 逆行同化規則は単語境界（＃）によって阻止される

こうすることによって、／kidu＃tuk・／〈傷つく〉の場合、（22b）のパターンは適格となる

がs（22d）のパターンは不適格になる。一方、／gudutuk一／〈ぐずつく〉の場合は、㈱の制

約を受けないために（22d）のパターンも適格になる。

 さて最後に、㈱，㈱の例外を挙げておこう。二つしかないが、ひょっとすると重要な例

かも知れない。

  （27）  a． ／hinnuk一／〈月見く“〉

b．／tutuk一／＜咳く＞8）

9iJ iJii2 ii

ginnu2 i

＊ ip UJiJii2一

＊ opunnu 2

tSitSi2 ・

＊tSitsu2 ．

＊ tsuStSi2

＋tsutSU2i

9iJiJiikaN

ginnukaN

＊ tpuJipikaN

＊ opunnukaN

tsitsikaN

＊ tSitsukaN

＊ tsutSikaN

tsutsukaN

glpplta

gMnuta
＊ tpunpita

＊ ¢unnuta

tsitsita

＊tSltsuta

＊tsutSlta

tsutsuta

（27a）の場合は、語幹の基底形が／hin＃nuk一／であるために、（22d）のパターンが不適格に

なっている．のかも知れない（前節でv1を／i／ではなく／u／とした）。．また、（27b）の場合は、

規則㈱が義務的（obligatory）に適用されたのかも知れない。今後の検討を要する。

4．V1＝［e］で現れる形

では次に、本論と関連するもう一つの重要な現象を取り上げておく。以下の例を見ても

らいたい。

㈱ a．／yurus・／〈許す〉     ］urug1

                ＊jurigi

                ＊Jurecl

    ／tukaihurus・／＜使い古す＞ tsukaiΦurugi

                ＊tsukaitpurigi

                ＊tsukaitpuregi

JurusaN

＊jurisaN

＊juresaN

tsukai¢urusaN

＊tsukaitpurisaN

＊tsukaitpuresaN

juruta

＊jurita

Jureta

tsukaitpuruta

＊tsukaitpurita

tsukaitpureta

（10）



五島列島・下崎山町方言の動詞語幹におけるu／i交替

／kihurus一／〈着古す〉

／saruk一／〈動き回る〉

b、／kakus一／〈隠す〉

／tukus一／〈尽く．す〉

C．／mUS．／＜蒸す＞9）

d．／tubus一／〈潰す〉

kitpurugi'

＊ ki ipurigi

＊kitpuregi

saru2

＊sari2

＊ sare 2

kakugi

＊kakigi

＊kakegi

tsukugi ・

＊tsukigi

＊tsukegi

MU91

＊mici

＊megi

MO91
． tsubugi

＊tsubigi

＊tsubegi

kitpurusaN

＊kiipurisaN

＊ klaburesaN

sarukaN

＊ sarikaN

＊ sarekaN

kakusaN

＊kakisaN

＊kakesaN

tsukusaN '

＊tsukisaN

＊tsukesaN

musaN

＊misaN

＊mesaN

mosaN
tsubusaN

＊tsubisaN

＊tsubesaN

ki ep'uruta

＊ ki ip urita

kitpureta

＋saruta

＊sarlta

sareta

kakuta 一

＊' 汲≠汲奄狽

kaketa

tsukuta

＊tsukita

tsuketa

＊ muta

muSita

＊mi亡a

meta

mota

tsubuta

＊tsubita

tsubeta

これらは、C2の種類によって分類されている。（28a）ではC2 ＝＝／r／、（28b）ではC2＝／k／、

（28c）ではC2r／m／、（28d）ではC2＝／b／であるが、いずれもV1＝［e］で現れる形が完了形

でのみ適格である。勿論、V1止［e］で現れる例は⑱のみであって、前節までに挙げた例に

は出てこない。では、何がトリガーになっているのだろうか。まず、C2に注目．してみる

と、（28a）のように、／r／である場合には必ずV、＝［e］で現れる完了形が適格である。 C2＝

／r／以外の場合には例外がある。次に、㈱の殆どの例がV1＝v2＝／u／である点にも準意し』

たい。勿論、／saruk一／〈動き回る〉や／kakus一／〈隠す〉のようなV2＝／a／の場合もあるが、

それならば（Vl＝・）V2＝［＋back］であるとすれば、全ての例をカバーすることができる。

 また、この現象を「u→e交替」として捉えていいかどうかの問題も残るが、ここでは

暫定的にu→e交替規則として次のような定式化をしておく。

  （29）u→e交替規則（相対規則）

            V C' V C  C
            l ） 1，M
       u→e／【＋back］【＋cor】 一．k-t
                        g

そして、こζでもC2によってV、・＝［e］で現れる完了形の適格性が決まってくるので、そ

（11）



れを（18）ど同様ハイアラーキーで表しておくことにする。

  （30） C' （＝C2） ＝＝r 〉 k ）｝〉 m，b

このハイアラーキーの左の方が、よりV1 ．＝［e］の形が出てきやすい（㈲が適用されやす

い）ということになる。

5．o→e交替との関連性

 以上、u→i交替及びu→e交替について述べてきた。そして、どちらの現象ともC2の

ハイアラーキーによって交替規則の適用のされやすさが変わってくると仮定した。本節で

は、この仮説にどれだけの妥当性があるかについて、o→e交替と対照しつつ考察して行

くことにする。o→e交替については有元（1992a）で扱ったが、そこでは「トリガーの

ハイアラーキーによる音韻規則の制約」という考え方はしていない。そこで、この仮説の

もとで、o→e交替を再度定式化することから始める。

・まず、o→e交替現象の例を簡単に挙げておく。

（31）a．／koros一／〈殺す〉

b． ／hotok・／〈角牟く〉

c．／igok・／〈動く〉

korogi

＊ koregi

hoto 2

hote2

igo2

＊ige 2

korosaN

＊koresaN

hotokaN

hotekaN

igokaN

＊ igekaN

korota

koreta

hotota

hoteta

igota

＊igeta

（31a）は完了形でのみV、＝［e］で現れる形が適格である例、（31b）は活用形の種類に関係な

くVlr ［e］の形が適格である例、そして（31c）は全ての活用形でV1＝［e］の形が不適格な

例である。それぞれのパターンで一つずつの例しか挙げていないが、この。→e．交替も

C2が何であるかに関わっている（詳細は有元（1992a）を参照のこと）。そこで、本稿と

同様にC2のハイアラーキーを設定してみると、おおかた次のようになる。10）

  （32） C2（ ：C'）＝＝t，d＞r，k＞z，g，b，m

o→e交替規則は次のようになる。・

  圃 o→e交替規則（相対規則）

                  C' V C

       圃一蘭細⊥，li一

 さて、ここで注目したことは、母音交替規則そのものがどう定式化されるのかといった

ことではなく、音韻規則に制約を及ぼすトリガーのハイアラーキーの問題である。そこで、

以上三つのトリガーハイアラーキーを再度並記してみよう。

  （30 a．u→i交替：C2＝t，d＞s＞n，m＞h

    b．u→e交替：C2＝r＞k＞m，b

・（ 12）



五島列島・下崎山町方言の動詞語幹におけるu／i交替

    c．o→e交替：C2 ＝t，d＞r，k＞z，9，b，m

こごで気がつくことは、どのハイアラーキーも似ているということである。具体的に言え

ば、ハイアラーキーの左の方には［＋cor］である分節音が集まっており、右の方には［＋

grave］（低音調性）11）の分節音が来ている。従って、これらのハイアラーキーをより一般

的にすると、次のようになるのではなかろうか。12）

  （35） C2 ＝ Coronality 〉 Gravity

㈲が言おうとしていることは、C2のGravityが高いよりもCoronalityが高い方が、素性

［back］に関わる母音交替は起こりやすいということである。勿論、これはV、の［back］の

指定を衷えるような交替のときのみに言えるだけのことかも知れない。しかし、それを念

頭に置いた上で㈱を振り返ってみると、なぜC2のCoronalityの高し・K方が母音交替が起こ

りやすいのだろうか。一般的に言って、［＋cor］である分節音の方が［＋grave］である分節

音よりも無事（unmarked）であることは確かである。そうすると、（35）は次のようにより

一般的な原則に置き換えられるのであろうか。13）

  （3 6） C2 ＝ Unm arked 〉 Marked

即ち、本稿で取り上げた［back］の交替現象に関しては、 C2がより無心である場合にV1の

交替がより起こりやすいと言えるのではなかろうか。

6．おわりに

 以上の議論から、本稿及び有元（1992a）で扱った素性［back］に関わる母音交替現象に

は、（i）C1（語幹末子音）及びC2がトリガーである。（ii）トリガーC2のGravityよりも

Coronalityの高い方が、より交替が起こりやすい、ということが分かった。これら母音交

替規則の定式化自体が妥当なものなのか、「またトリガーハイアラーキーがより一般的な原

則として捉え直すことができるのか、問題はまだまだ発展しそうである。

 また、本稿では、前稿までのように不完全指定（underspedification）の概念は用いなか

った。どちらがより妥当な方法であるのか、他の母音交替との関連性も考えなければなら

ないが、有元（1992c）の改訂版に期することにする。

（13）



【注】

1）本稿では、例を以下のようなフォーマットで挙げて行く。まず、一番左に基底形を挙げ、

 〈〉にはその大体の意味を記す。次に、活用形を未完了肯定連体形（以下「終止形」）

 ・未完了否定連体形（以下「否定形」）・完了肯定連体形（以下「完了形」）の順に挙げ

 るが、それぞれの意味は省略する。勿論、活用形の名称は便宜上のものである。音声形

 の左側に付けた各種の記号には、次のような意味がある。まず、記号＊はその音声形が

 不適格であることを、記号？はその音声形が少々奇妙であるとインフォーマントが感じ

 ている形であるということをそれぞれ表す。また、記号＋は適格性の判断は揺れている

 が、どちらかと言うと適格に近い形であるとインフォーマントがコメントしたことを表

 す。音声表記は簡略表記を採っている。基底形を記号／／で、．音声形を記号［］で括って

 示すが、文脈上明らかな箇所では省略する。境界記号一は形態素境界（morpheme

 boundary）を、記号＃は単語境界（word boundary）をそれぞれ表す。 Cは子音、 Vは

 母音を表す。
2・）

氓ﾌような音節数条件によって、不適格になっている。

  （1）語幹末子音が／s／，／k／で、その直前の母音が／u／である動詞において、その語幹

    が一音節である場合、短母音形は不適格となる。

  ここで言う「短母音形」とは、語幹末子音の直前の母音が短母音として現れる形のこ

 とである。

3）C，Vのsubscriptは、他の拙稿と同様、分節音の位置を表す便宜上のインデックスに過

 ぎない。それは、語幹末から単語初頭に向かって、C，Vそれぞれ順に1．2．3，…とふってあ

 る。従って、語幹末子音はC1、その直前の母音はV、、その直前の子音（があれば、そ

 れ）はC2…という具合である。また、以下の例では、特に断らない限り、V、＝［e］とし

 て現れる形は全ての活用形で不適格である。

4）次のような音節数条件によって、不適格になっている。

  （i）語幹末子音が／g／である動詞では、その語幹が一音節である場合、語幹末子音の

    直前の母音に関係なく、鼻子音形は不適格となる。

  「鼻子音形」とは、完了形で語幹末子音が鼻子音［n］として現れる形のことである。

5＞但し、／r／は含まれない。

6）＊［hadzuta］〈弾いた〉がなぜ不適格になるのか理由は分からない。［hadzuta］〈外した

 〉と同音異義語になるからかも知れないが、根拠はない。
7）

mcor］＝coronal（舌感性）を表す。（1のを始めとする本稿で提出する規則は全て、動詞に

 のみ適用されるものであることに注意されたい。従って、次の例のように、（1のは名詞に

 は全く適用されないし（（i）参照）、動詞であってもC、が適用環境に合致しない（活用の

 種類が違う）場合も勿論通用されない（（ii）参照。完了形しか挙げていない）。

     （i）tSUtSUN  ＊tSUt∫iN  ＊t∫itSUN  ＊t∫it∫iN   〈包み〉

（14）



五島列島・下崎山町方言の動詞語幹におけるu／i交替

  tsudzuN ＊tsud3iN

  tsidzu ＊tSid3i

  tsudzu 2 ＊tsud3i2

（ii） ／ttiduke一／〈続ける'〉

＊tsidzuN ＊tsidsiN

＊tsudzu ＊tsud3i

＊tSidzu 2 ＊tsid3i2，

 tsudzuketa

 ＊tsudsiketa

 ＊tSidzuketa

 ＊tSid3iketa

〈鼓〉．

〈地図〉

〈続き〉

〈続けた〉

8）ここでは、語幹の基底形を／tutuk・／としているが、［tsutsu 2・］〈咳く〉の適格性に揺れ

 があること、またインフォーマントの反応から［t∫it∫i 2］の方を良く使うことから、こ

 の基底形には疑問が残る。

9）この語幹基底形は／mos一／であるという可能性もあるが、それについては注10）を見ても

 らいたい。

1G）ハイアラ」キー（32）には／m／も入っているが、これは（28c）の語幹を／mos一／〈蒸す〉とし

 て、o→e交替が起こっているとしたからである（有元（1992a）では、この例を考慮

 していない）。〈蒸す〉の語幹を／mus・／とするか／mos一／とするかについては議論の余地

 がある。［meta］〈蒸した〉のようなV1＝［e］で現れる形を、 u→e交替として捉えるか、

 o→e交替として捉えるかも問題である。また、Vi＝＝［u］の形とV1＝［o］の形との関連

 性についても問題がある。一つ考えられることは、v1の［high］を基底で無指定にして

 おくことである。つまり・．Vlr［Ohig㌧一low，†bagk］としておく②である・しかし・こ

 うするとV1＝［e］の形を派生する規則を変えなければならない。〈蒸す〉のような振る

 舞いをする項目が他にあるかどうかも問題であるが、全て今後に期する。
11）

ｹ響学的に低音調性はスペクトルのより低い周波数の部分にエネルギーの集中があるも

 のと定義されている。低音調性に含まれる音は、後舌母音・唇音・軟口蓋音などである

 Oakobson＆Halle（1956）参照）。

12）
抹綷ｾの音韻体系ではCoronalityとGravityは表裏の関係にあるので、

  （i） C2＝ ［＋ cor］ 〉 ［一 cor］

 などと一つの素性に統一して記述した方が良いのかも知れないが、これはテクニカルな

 ことであって、言いたいことは同じである。気になることは、（34a）（＝（18））のハイアラ

 ーキーには／r／が含まれないことである。この点だけは、いくら（35）のような一般化をし

 ようとも言っておかなければならない。このような／r／の特殊性についてはlMester＆

 It6（1989）等で述べられているが、本稿では省略する。
13）

m＋cor］である分節音の無麻知が高いということは、様々な牙野から証拠が提出されて

 いる（Paradis＆Prunet（1991）等参照のこと）。

（15）
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in thd Shimo-sakiyamas・choA Dialect in the GotoA lslands
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  In' the Shimo-Sdleiyama-cho' dialect， there are Various voWel alternations in the stem of verbs， where

the vowel directly before the stem-final consonant alternates due to so'me consonantal・ trigger． rn this

paper， I Shall treat＜u→．．i＞a．ltetnatjon． Th．is phenomenon is that／u／in the uhderlying for皿appears

as ［i］ in the surface form at the position directly before the stem-final ．consonant． The following is the

trigge「 illt磁器lll。n'、、nan，、、／，／．、k、，。、ノ、、．

     '（ii） The first consonant which precedes the' ste'm-final'cOns6narit is cor6nal．

As for the coronality．．in（ii），“Tr童99er Hierhichジexists：

     （iii） Trigger Hib．rarchy・： Coronality 〉 Gravi'ty

'The higher the degree pf coronality in th．e trigger （ii．）一becomesr the more． appropriate and frequent 〈u

→i》alternation beco皿es， that is，．（u→i＞alternation rule is likely to be applied．

'1；he phenoin'erion of 〈o 一一〉 e＞ alter．nation dccurs wheri the condition'is 'identical' to （iii）． Therefore， the．

vowel-alternation on the feature lback］， 〈u 一”i＞ and 〈o 一＋ e＞ alternation， can be treated in the same

manner．

（16）


